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 行
仙
宿
の
巡
回
整
備
と
下
北
山
村
役
場
訪
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 ◇
実
施
日
： 

２
０
２
１
年
３
月
３
１
日
（
水
）
晴 

 ◇
参
加
者
：
沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 
 

２
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３
月
２
８
日
に
予
定
し
て
い
た
山
在
峠
か
ら
玉
置
辻
の
巡
視
は
雨
で
中
止

と
な
っ
た
。
次
回
の
４
月
４
日
、
２
１
世
紀
の
森
か
ら
東
屋
岳
間
の
巡
視
も
雨

予
報
で
中
止
と
な
り
そ
う
だ
。 

そ
ん
な
中
、
３
０
日
に
梶
野
君
か
ら
「
行
仙
宿
の
ト
イ
レ
照
明
が
点
灯
し
な
い

の
で
修
理
に
行
く
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
池
郷
林
道
の
件
で
役
場
で
話
を
聞
き

た
い
こ
と
も
あ
り
、
同
行
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

シ
イ
タ
ケ
を
収
穫 

 

当
日
朝
７
時
３
０
分
頃
バ
イ
ク
で
家
を
出
る
。
平
日
は
北
山
村
の
道
の
駅
南

で
国
道
改
良
工
事
の
た
め
通
行
制
限
が
あ
る
の
で
、
丸
山
千
枚
田
経
由
で
登
山

口
に
向
か
う
。
梶
野
君
は
池
郷
林
道
の
状
況
を
見
て
く
る
と
の
こ
と
で
、
ま
だ

到
着
し
て
い
な
い
。
側
溝
の
落
ち
葉
を
す
く
っ
て
時
間
を
潰
し
て
い
る
と
、
程

な
く
し
て
到
着
、
小
屋
に
向
か
う
。 

梶
野
君
は
す
ぐ
に
ト
イ
レ
照
明
の
修
理
、
沖
崎
は
小
屋
と
管
理
棟
の
窓
を
開
け

て
風
を
通
し
、
先
日
電
源
開
発
か
ら
差
し
入
れ
い
た
だ
い
た
水
、
缶
パ
ン
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
収
納
整
理
し
、
消
費
期
限
切
れ
の
食
品
や
飲
料
の
仕
分
け
を

行
う
。
午
後
は
役
場
に
寄
る
の
で
、
早
め
に
昼
食
を
済
ま
せ
て
昼
過
ぎ
に
下
山

す
る
。 

送
電
線
下
の
伐
採
地
で
薪
造
り
を
行
い
、
午
後
１
時
過
ぎ
に
役
場
に
着
く
。 

和
田
、
山
川
の
両
氏
に
池
郷
林
道
の
工
事
予
定
を
聞
く
。 

 
 

 
 

 

池
郷
林
道
の
通
行
止
め
箇
所 

崩
落
し
た
土
石
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
が
、
路
肩
の
補
強
工
事
や
、
外
れ
た
パ

イ
プ
な
ど
の
工
事
は
予
算
、
工
法
が
未
定
の
た
め
通
行
止
め
に
し
て
い
る
。 



県
や
関
係
機
関
と
の
調
整
も
こ
れ
か
ら
な
の
で
、
い
つ
頃
開
通
す
る
の
か
は
全

く
未
定
で
あ
る
。
進
入
や
歩
行
も
不
可
で
あ
る
。
と
管
理
者
と
し
て
は
当
然
の

答
え
だ
っ
た
。 

工
事
が
始
ま
れ
ば
当
然
通
行
で
き
な
い
し
、
日
曜
日
で
も
そ
の
利
用
は
控
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
は
池
郷
林
道
は
利
用
で
き
な
い
。 

 
 

 
 

 

青
木
氏
寄
贈
の
ス
ト
ー
ブ 

 

途
中
で
家
に
電
話
を
入
れ
る
と
、
青
木
君
の
ス
ト
ー
ブ
が
午
前
中
に
届
い
た

と
の
こ
と
で
、
梶
野
君
も
新
宮
に
寄
っ
て
現
物
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

帰
新
し
て
児
嶋
さ
ん
も
呼
び
出
し
、
梱
包
を
解
い
て
検
分
す
る
。
し
っ
か
り

し
た
鋳
物
で
、
重
量
は
５
０
㎏
あ
る
。
さ
あ
、
ど
う
や
っ
て
揚
げ
る
か
？
皆
さ

ん
ご
協
力
を
！ 

（
記
；
沖
崎
） 

  

３
月
２
７
日
にA

E
D

の
収
納
箱
を
取
り
付
け
に
行
っ
た
が
、
ト
イ
レ
の
照

明
が
点
い
た
り
、
点
か
な
か
っ
た
り
と
不
安
定
な
こ
と
に
気
づ
い
た
。
あ
い
に

く
テ
ス
タ
ー
は
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
測
定
器
を
用
意
し
て
行
仙

宿
に
向
か
っ
た
。
小
屋
に
着
い
て
、
照
明
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
の
電
圧
を
計
っ

て
み
る
。 

 
 

 
 

 

A
E

D

収
納
箱
を
設
置 

バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
圧
が
１
４Ⅴ

越
え
と
高
い
の
で
、
ち
ょ
う
ど
１
２Ⅴ

に
な
る

よ
う
に
し
て
い
る
電
源
の
電
圧
が
７Ⅴ

前
後
し
か
な
か
っ
た
。
時
々
９Ⅴ

位
に

な
り
、
そ
の
時
だ
け
ト
イ
レ
照
明
は
点
灯
し
た
。
電
源
の
交
換
し
か
修
理
方
法

は
無
く
、
も
う
一
度
来
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 
09

：45

補
給
路
登
山
口10

：20

行
仙
宿12
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→13

：15

下
北
山
村
役

場13
：35
→14

：13

赤
木
城
跡
→14

：55

新
宮 

 


